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スポーツの楽しさと喜び
　　持続可能なスポーツ文化へ

教育スポーツアカデミー会報　第 5号

　　　　スポーツ部副部長　升野　嘉久

　私は箱根駅伝を毎年見ています。我が母校である日本
体育大学を中心に４５年間応援してきました。９年前の
2013 年に奇跡の優勝を果たしそうだということで、卒
業以来 30年ぶりにゴールまで出向いて応援し、ゴール
テープを切る後輩の姿を目の当たりにすることができま
した。
　そして、優勝の歓喜の中、あることに気づきました。
私が卒業した時の学校名は、英語表記でNPEC(Nippon 
Physical Education College) としていましたが、9年
前の学生が着ていたTシャツの英語表記は、NSSU

千葉県中学校新人体育大会八千代予選　ソフトボールより

(Nippon Sport Science University) となっていまし
た。英語表記ではあるものの「PE（体育）」から「SS( ス
ポーツ科学）」に変わったということは、深い意味があ
ると考えました。体育は「体を育む」という目標のも
と「体を鍛える」、「心を強くする」ことをねらいにし
ているように思われます。スポーツは「運動する・汗
をかく」というなかで、「運動を楽しむ」、「心を開放す
る」ことをねらいとしているように思われます。
　現在、運動部活動の新しい形が問われ、部活動改革
が進められています。この運動部活動の「運動」の部
分が、これまでは「体育的」であったと思いますが、「ス
ポーツ」に変革することを期待して、改革に関わりた
いと思っています。

Physical Education から Sport Science へ



変革の風（教育スポーツアカデミー会報）　第５号

- 2 -

《法人会員のコーナー》　順不同

□学校教師学部　□看護学部　□総合経営学部
□英語情報マネジメント学部　□観光ビジネス学部

〒276-0003 千葉県八千代市大学町 1-1
TEL 047-488-2111（代表）　FAX047-488-8290

　　　
　千葉県立八千代校司書　齋藤　洋子

　「障害？個性？」
はばたき職業センター　施設長　北原啓司

　スポーツ（野球？）の世界では「左利き」のことを「サ
ウスポー」といって少し特別な見方をすることがあると
思います。種目やポジションによっては有利な場合もあ
ります。

　突然ですが、私は生粋の左利きです。昭和生まれなの
で「書く」と「食べる」は幼少期に右手で出来るように
しました。させられましたと言った方が正確です。
　生まれた時から左利きなので日常生活で不便を感じた
ことはありません。世の中の多くのものが右利き用に作
られていることを承知していますので、自販機のコイン
投入口が右にあっても左手で投入することに慣れている
からです。自分では何とも思いませんが他人からすると
不便そうに見えるかもしれません。

　果たして左利きは障害なのでしょうか？生きていくう
えで障壁があるとしたら、それは誰が何を基準に判断し
ているのでしょうか？
　左利きの歴史を調べると、世界各国で偏見や差別が
あったようです。日本では左利きというだけの理由で結
婚出来なかったりしたそうです。宗教では左手は邪悪と
される傾向にあり、イスラム教では左手での食生活は不
潔とされています。

　障害者の歴史についても同様です。左利きとは比べ物
にならない程の迫害・偏見・差別がどの国でもあったそ
うです。

　ところが現代において「左利き」は特別な存在では
ありません。どちらかというと「個性」という見方になっ
てきたのだと思います。

　同じように障害者についても戦前と戦後では大きく
変化しました。この先もっと変化すると思います。左
利きや障害は昔も今も変わっていませんが、多くの人々
の「意識」「認識」「概念」が時代と共に変わっている
のだと思います。

　当施設では「働く」ということをテーマに障害者支
援を展開していますが、働く以外にも余暇活動として、
一人でも多くの当事者がご自身に合った趣味やスポー
ツと巡り合い、仲間との交流や触れ合いを楽しみ、人
生を豊かにしていただきたいと願っています。

施設内作業を通して社会参加と自立を目指す

はばたき職業センターでは、利用者が働くことを通して生きがい
や喜びがもてるよう、作業技術や社会性の向上を念頭に、利用者
個々の目標達成を目指しています。

　はばたき職業センターのHPより抜粋  http://hukusikai.com

印刷作業 園芸作業 受注生産作業
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スポーツの楽しさと喜び
持続可能なスポーツ文化へ
　　　
エスフェローザ八千代　　鈴木洵也

◆チーム概要
　エスフェローザ八千代は八千代地域のサッカー発展の
担い手となり、サッカーの普及・振興を進めるために平
成 22年に創設し、地域に密着したサッカークラブとし
て運営しています。八千代スポーツガーデンを拠点に幼
稚園児から小学生を対象としたジュニアサッカースクー
ルと、中学生を対象とした「Eins.FC.YACHIYO」を運
営しており、約 500人の会員が活動しています。

◆活動方針
　サッカー上達の前に、社会性や協調性を育て「人間と
して成長する」ことを応援しています。その上でサッカー
ではボールを思い通りに扱うためのトレーニングをベー
スに、戦術に個人を当てはめず一人一人がトライできる
状況を大切にしています。ボールを上手に扱うことがで
きれば、サッカーをますます好きになり、チームが変わっ
ても、何歳になってもサッカーを楽しむことが可能だと
考えるからです。

◆見据えるのは遥か先の人生
　サッカーが大好きで熱中することはとても素晴らしい
ことです。しかし、やりすぎの弊害があるのも事実で、
柔道では小学生の全国大会が廃止されるなど、子どもの
スポーツを取り巻く異常な過熱に対して社会から警鐘が
鳴らされています。もっと長時間トレーニングすれば、
すぐに勝てるようになるかもしれませんが、「サッカー

だけやっていれば良い」「サッカー以外何も経験してこ
なかった」とならないよう気を付けています。小学生な
ら小学生、中学生なら中学生に適した休養・睡眠やサッ
カー以外の時間も大切にしてほしいと考えています。

◆クラブだからできることを大切に
　スクール・クラブで活動することは、違う学校の友達
が出来たり、学校の先生以外の大人とのつながりができ
るなど、子どもの視野を広げる良い機会になります。部
活動でもプレー出来ますが、いつもの人間関係に閉ざさ
れがちで、集団としての目標（大会成績）が優先されて
しまいがちです。燃え尽きてスポーツが嫌いになる子ど
もも多く存在します。何かとストレスフルな現代におい
て、家庭でもなく、学校でもないサードプレイスとして
のスクール・クラブはこれからますます地域に必要な存
在になることが予想されます。

　近年、スクール・クラブOBが大学生になり、コー
チとして関わってくれる例が増えています。これもサッ
カーを大好きなまま次のステージに送り出した成果のひ
とつと捉えています。



　変革の風（教育スポーツアカデミー会報）第５号

- 4 -

Information

Congratulations!

◆第４回研修会（スポーツ講演会）
　日時：2022 年 11月 19日 ( 土 )13:30～16:00
　会場：八千代市教育委員会庁舎１階会議室
　内容：「運動部活動改革が意味するもの」
　講師：友添秀則氏（日本学校体育研究連合会会長）
　　　　
◆朗読劇と音楽とダンスの集い
　日時：2022 年 11月 23日 ( 水･祝 )13:30～16:00
　会場：千葉英和高等学校チャペル
　出演：八千代高等学校（朗読劇）
　　　　八千代東高等学校（朗読劇）
　　　　八千代西高等学校（朗読劇）
　　　　岩井まりこ先生（ピアノ演奏）
　　　　千葉英和高等学校（聖歌隊、ダンス他）
　　　　グリーンヒルキッズ（朗読劇）

◆第 5回研修会（企業との連携）
　日時：2022 年 12月 10日 ( 土 )13:30～16:00
　会場：八千代市教育委員会庁舎１階会議室
　内容：「メディアと教育・メディアの役割」
　講師：篠塚泉氏（チバテレビ取締役会長）
　　　　後半はパネルディスカッションを予定
　　　　
※詳細は改めてお知らせします。
※参加を希望する場合は、事務局までご連絡下さい。
　連絡先：副代表　佐藤雅英
　TEL 090-8036-9809   Mail s2000_01@mac.com
※新型コロナの感染状況によって変更する場合があり

●池田康人先生に、第二子が誕生。
　命名　侑樺（ゆか）ちゃん
　2022 年 7月 14日生まれ
　体重 3,100g
　待望の二人目です。
　ますます仕事と家事
　がんばります。

Information

Congratulations!

活動報告 (10 月～11月 )活動報告 (8 月～10月 )

★第３回研修会（アウトドア体験）

　８月 2７日（土）、来春オープン予定の竹林キャンプ
場「かぐや」で、アウトドア体験研修会を行いました。
　「かぐや」は、八千代市佐山にあり、子供たちにとっ
て第二の故郷になってほしいという願いを込めて、ボラ
ンティアによって整備が進められています。
　当日は、伊藤勝巳代表にご挨拶をいただいた後、テン
トの立て方や焚き火の仕方を体験しました。その後、焼
きマシュマロを食べて、すすきの工作もしました。
　キャンプブームもあって、自然と触れ合うことの大切
さや日常の便利さからあえて不便を楽しんだり、ゆった
りとした時間を過ごしたりすることが見直されていま
す。
　みなさんも、キャンプに出かけてみませんか。

★Viviana RG 新体操演技発表会

　10月 16日 ( 日 )、新木戸小学校体育館において、
Viviana RGの新体操演技発表会が行われました。クラ
ブ員 25名による発表会で一人一人がすばらしい演技を
披露してくれました。今回は、MEGUMI RG CLUB（船
橋市）とHOMUKI クラブ（木更津市）にも賛助出演し
ていただきました。
　幼児から中学生までのクラブ員と、ちぐさ幼稚園新体
操教室の園児が、多くの保護者の前で、身体や手具を用
いて、とてもいい表情ですてきな演技をしていたのが印
象的でした。（文責：坂本）

《法人会員のコーナー》　順不同
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